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（２）温州みかん 
時期 対象病害虫 防除法 注意事項 

   ○指定有害動植物に指定されている対象病害虫につい

ては、千葉県総合防除計画も参照の上、防除を行う。 

（ https://www.pref.chiba.lg.jp/annou/shokubo/sou

gouboujyoikeikaku.html） 

12 月～ 

３月 

カイガラムシ類 

ミカンハダニ 

・マシン油乳剤(97%)  ○ マシン油乳剤(97%)にはスピンドロン乳剤、トモノ

ールＳ、ハーベストオイル、スプレーオイル、アタッ

クオイルなどがある。 

○ 樹勢の弱い樹では使用を避ける。 

○ 寒害を受けやすい園地や着花量の少ない園地では

４～５月に防除する。 

２月～ 

３月 

黒点病 ・枯枝の剪除 ○ 枯枝は伝染源となるため、剪除処分する。 

発芽期 

( ４ 月 上

旬 ～ 中

旬) 

 

そうか病 ・マネージＤＦ 

又はデランフロアブル 

○ 新梢の長さ１cm くらいが防除適期である。 

○ クワゴマダラヒトリの発生が多い場合は、フェニ

ックスフロアブル又はオリオン水和剤４０を使用す

るが、大きくなった幼虫には効果が十分でないので、

できるだけ捕殺に努める。 

○ デランフロアブルはかぶれが問題となる場合があ

るので注意する。 

開花期 

( ５ 月 中

旬) 

アブラムシ類 

コアオハナムグリ 

チャノキイロアザ

ミウマ 

・スミチオン乳剤 ○ 30%くらい開花してから散布する。 

○ ミカンハダニの発生に注意し、発生の見られる園

では左記の剤に代えてロディー乳剤を使用する。 

○ ５月中～下旬の落弁期にチャノキイロアザミウマ

が多く見られる場合には、スピノエースフロアブル

を使用する。 

落花直後 

( ５ 月 下

旬) 

黒点病 

そうか病 

・ストロビードライフロア

ブル 

 又はデランフロアブル 

○ 開花期から落弁期にかけて曇雨天が続くと灰色か

び病が発生しやすい。発生が多い場合は、ピクシオＤ

Ｆを使用する。ストロビードライフロアブルは灰色

かび病にも効果がある。 

○ かいよう病の発生する園では、左記の剤に代えて

ＩＣボルドー６６Ｄ(クレフノンを加用)を使用す

る。 

○ アブラムシ類の発生が多い場合は、オリオン水和

剤４０を使用する。 

○ デランフロアブルはかぶれが問題となる場合があ

るので注意する。 

６月中旬 黒点病 

そうか病 

・ジマンダイセン/ペンコ

ゼブ水和剤 

○ ７月以降にマシン油乳剤を使用すると、果実の糖

度が下がる可能性があるので、遅れないようにする。 

○ ゴマダラカミキリ成虫の発生は６～７月に多いの

で捕殺する。また、６月下旬～７月下旬にガットサイ

ドＳを樹幹の地際部から約 30～40cm の高さまで(薬

剤が葉にかからないよう注意)、又はダントツ水溶剤

を使用する。ガットサイドＳは収穫前使用日数が長

いため、早生種での使用に注意する。 

カイガラムシ類 

ミカンハダニ 

・マシン油乳剤(97%) 

https://www.pref.chiba.lg.jp/annou/shokubo/sougouboujyoikeikaku.html
https://www.pref.chiba.lg.jp/annou/shokubo/sougouboujyoikeikaku.html
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時期 対象病害虫 防除法 注意事項 

アブラムシ類 

チャノキイロアザ

ミウマ 

ミカンキイロアザ

ミウマ 

・モスピラン顆粒水溶剤 ○ カタツムリ類やナメクジ類による果実被害が多い

場合は、摂食阻害効果のあるＩＣボルドー６６Ｄ(ク

レフノンを加用)を使用する。但し、殺貝効果はない。

なお、ハダニ、カイガラムシ類の防除で使用するマシ

ン油乳剤と近接しないように注意すること。銅線や

銅板を樹幹に巻くと、カタツムリ類やナメクジ類の

登上を阻止できる。 

○ ミカンハモグリガは夏葉が展開し始める６月下旬

頃から発生が見られ、７月下旬～８月上旬に急増す

る。徒長枝は冬期に剪除するため通常の結果樹では

防除の必要はないが、激発した場合や高接ぎした場

合及び幼木では、新葉展開初期から２回、ダントツ水

溶剤又はアファーム乳剤により防除を行う。苗木で

は、１回のエクシレルＳＥ散布でも効果がある。 

７月上旬 黒点病 ・ジマンダイセン/ペンコ

ゼブ水和剤 

○ 黒点病は枯枝から果実などへ伝染発病する(特に

摘果期にかけて)ので、枯枝を剪除処分する。 

○ チャノキイロアザミウマの密度が高い場合、スピノ

エースフロアブルを使用する。 

第二次生

理落果終

期 

( ７ 月 中

旬 ～ 下

旬) 

ミカンハダニ 

ミカンサビダニ 

・ダニエモンフロアブル 

又はサンマイト水和剤 

○ ミカンハダニの重要な防除時期は梅雨明け期であ

るが、気象条件等によって時期が前後するので注意

する。 

○ ミカンサビダニはこの時期から９月まで加害す

る。被害果が１～２個見られたら、直ちに防除する。 

○ ツノロウムシ幼虫の発生の多い園では、モスピラ

ン顆粒水溶剤を使用する。 

 

８月中旬

～下旬 

黒点病 ・ジマンダイセン/ペンコ

ゼブ水和剤 

○ ８月に降雨がない場合は、黒点病の基幹防除を８

月下旬～９月上旬に遅らせる。収穫前使用日数に注

意する。 

○ みかん以外のかんきつ類に隣接している場合は、

左記の剤に代えてフロンサイドＳＣを使用する。 

○ ヤノネカイガラムシの防除をする場合は、８月中

旬にモスピラン顆粒水溶剤又はオリオン水和剤４０

を使用する。 

○ かいよう病は風雨によりまん延するため、台風等

強風雨前に銅水和剤(クレフノンを加用)を使用す

る。 

９ 月 中

（多発し

た場合の

み） 

黒点病 ・ジマンダイセン/ペンコ

ゼブ水和剤 

○ 多発園のみ薬剤防除を行う。収穫前使用日数に注

意する。 
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時期 対象病害虫 防除法 注意事項 

９月上旬

～10 月中

旬 

ミカンハダニ ・カネマイトフロアブル 

又はダニサラバフロア

ブル 

○ ミカンサビダニが多発した園では、カネマイトフ

ロアブルを使用する。 

○ チャノキイロアザミウマの防除の薬剤はスピノエ

ースフロアブルを使用する。 

○ カメムシ類の発生が多い場合は、テルスター水和

剤又はスタークル/アルバリン顆粒水溶剤を使用す

る。 

○ 褐色腐敗病の発生が心配される場合は、ストロビ

ードライフロアブルを使用する。あるいは、レーバス

フロアブル又はランマンフロアブルを使用する。 

○ クワゴマダラヒトリは、９月頃に果樹園周辺の桑、

アカメガシワ等に産卵し、孵化した若齢幼虫は 10 月

頃に巣網を張って集団を作るので、捕殺に努める。 

成熟期～

収穫前 

(10 月中

旬～11 月

上旬) 

青かび病 

緑かび病 

・トップジンＭゾル ○ ミカンサビダニが多発した園では、イオウフロア

ブルを使用する。 

（□は総合防除計画に掲載している病害虫） 

 

農薬登録情報（農薬名順） 農薬登録情報（RACコード順） 

・殺菌剤 ・殺菌剤 

・殺虫剤 ・殺虫剤 

・展着剤及びフェロモン剤 ・展着剤及びフェロモン剤 

 

https://www.nouyaku-sys.com/noyaku/user/noyakuoutput/showlist/chiba?sn=2416C386
https://www.nouyaku-sys.com/noyaku/user/noyakuoutput/showlist/chiba?sn=40EC67AB
https://www.nouyaku-sys.com/noyaku/user/noyakuoutput/showlist/chiba?sn=FF325E88
https://www.nouyaku-sys.com/noyaku/user/noyakuoutput/showlist/chiba?sn=5D942406
https://www.nouyaku-sys.com/noyaku/user/noyakuoutput/showlist/chiba?sn=7A3BE061
https://www.nouyaku-sys.com/noyaku/user/noyakuoutput/showlist/chiba?sn=96E39CBC

